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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年10月28日(2010.10.28)

【公開番号】特開2008-179617(P2008-179617A)
【公開日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-329887(P2007-329887)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＥ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６８０　
   Ｃ０７Ｄ 401/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月10日(2010.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）：

［式中、Ｍは、ルテニウム、ロジウム、パラジウム、オスミウム、イリジウム又は白金の
金属原子であり、Ｒ1～Ｒ8はそれぞれ独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ア
ルコキシ基、アルキルチオ基、アリール基、アリールオキシ基、アリールチオ基、アリー
ルアルキル基、アリールアルコキシ基、アリールアルキルチオ基、アシル基、アシルオキ
シ基、アミド基、酸イミド基、イミン残基、置換アミノ基、置換シリル基、置換シリルオ
キシ基、置換シリルチオ基、置換シリルアミノ基、１価の複素環基、ヘテロアリールオキ
シ基、ヘテロアリールチオ基、アリールアルケニル基、アリールアルキニル基、置換カル
ボキシル基、若しくはシアノ基を表すか、又はＲ3及びＲ4、若しくはＲ5及びＲ6が結合し
て環を形成していてもよい。但し、Ｒ2及びＲ7の少なくとも一方は、下記式（２）：
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で表される基である。ｍは１～３の整数であり、ｎは０～２の整数である。Ｚ1～Ｚ5はそ
れぞれ独立に、炭素原子又は窒素原子を表す。但し、Ｚ1～Ｚ5の少なくとも２つは、窒素
原子である。Ｚ1～Ｚ5のいずれかが炭素原子である場合には、該炭素原子に結合する水素
原子は置換基により置換されていてもよい。下記式（３）：

で表される部分は、モノアニオン性の２座配位子を表す。Ｒx及びＲyは、金属原子Ｍに結
合する原子であり、それぞれ独立に、炭素原子、酸素原子又は窒素原子を表す。］
で表される金属錯体。
【請求項２】
　前記式（１）が、下記式（１ａ）：

［式中、Ｍ、Ｒ1～Ｒ8及びｍは、前記と同じ意味を有する。］
で表されるものである請求項１に記載の金属錯体。
【請求項３】
　前記Ｒ7が、前記式（２）で表される基である請求項１又は２に記載の金属錯体。
【請求項４】
　前記Ｒ2及びＲ7がそれぞれ独立に、前記式（２）で表される基である請求項１～３のい
ずれか一項に記載の金属錯体。
【請求項５】
　前記式（２）で表される基中のＺ1～Ｚ5において、複数存在する窒素原子が隣接しない
組み合わせである請求項１～４のいずれか一項に記載の金属錯体。
【請求項６】
　前記式（２）で表される基が、下記式（４－１）又は（４－７）：

（式中、Ｒ’はそれぞれ独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、
アルキルチオ基、アリール基、アリールオキシ基、アリールチオ基、アリールアルキル基
、アリールアルコキシ基、アリールアルキルチオ基、アシル基、アシルオキシ基、アミド
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基、酸イミド基、イミン残基、置換アミノ基、置換シリル基、置換シリルオキシ基、置換
シリルチオ基、置換シリルアミノ基、１価の複素環基、ヘテロアリールオキシ基、ヘテロ
アリールチオ基、アリールアルケニル基、アリールアルキニル基、置換カルボキシル基、
又はシアノ基を表し、複数存在するＲ’は同一であっても異なっていてもよい。）
で表されるものである請求項１～５のいずれか一項に記載の金属錯体。
【請求項７】
　前記Ｒ2及びＲ7がそれぞれ独立に、前記式（４－１）又は（４－７）で表される基であ
る請求項６に記載の金属錯体。
【請求項８】
　前記Ｒ7が前記式（４－１）で表される基であり、前記Ｒ2が水素原子である請求項６に
記載の金属錯体。
【請求項９】
　前記Ｒ7が前記式（４－７）で表される基であり、前記Ｒ2が水素原子である請求項６に
記載の金属錯体。
【請求項１０】
　前記Ｍが白金原子又はイリジウム原子である請求項１～９のいずれか一項に記載の金属
錯体。
【請求項１１】
　ＰＬ発光スペクトルのピーク波長が５５０ｎｍ～８００ｎｍである燐光発光を示す請求
項１～１０のいずれか一項に記載の金属錯体。
【請求項１２】
　下記式（Ａ－１）～（Ａ－３）：

（式中、Ｍは、ルテニウム、ロジウム、パラジウム、オスミウム、イリジウム又は白金の
金属原子を表す。Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ8、Ｌ1及びＬ2はそれぞれ独立に、水素原
子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アルキルチオ基、アリール基、アリール
オキシ基、アリールチオ基、アリールアルキル基、アリールアルコキシ基、アリールアル
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キルチオ基、アシル基、アシルオキシ基、アミド基、酸イミド基、イミン残基、置換アミ
ノ基、置換シリル基、置換シリルオキシ基、置換シリルチオ基、置換シリルアミノ基、１
価の複素環基、ヘテロアリールオキシ基、ヘテロアリールチオ基、アリールアルケニル基
、アリールアルキニル基、置換カルボキシル基、若しくはシアノ基を表すか、又はＲ3及
びＲ4、若しくはＲ5及びＲ6が結合して環を形成していてもよい。ｍは１～３の整数であ
り、ｎは０～２の整数である。下記式（３）：

で表される部分は、モノアニオン性の２座配位子を表す。Ｒx及びＲyは、金属原子Ｍに結
合する原子であり、それぞれ独立に、炭素原子、酸素原子又は窒素原子を表す。Ｊ1及び
Ｊ2はそれぞれ独立に、下記式（Ｂ－１）～（Ｂ－６）：

で表される基である。）
のいずれかで表される化合物を、ハロゲン原子又はアルキルスルホネート基を有するヘテ
ロ環芳香族化合物とカップリング反応させることを含む請求項１～１１のいずれか一項に
記載の金属錯体の製造方法。
【請求項１３】
　前記式（Ａ－１）で表される化合物。
【請求項１４】
　前記式（Ａ－２）で表される化合物。
【請求項１５】
　前記式（Ａ－３）で表される化合物。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の金属錯体を含む組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の金属錯体と、溶媒又は分散媒とを含む液状組成
物。
【請求項１８】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の金属錯体を含む膜。
【請求項１９】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の金属錯体を含む素子。
【請求項２０】
　陽極及び陰極からなる電極と、該電極間に設けられ請求項１～１１のいずれか一項に記
載の金属錯体を含む層とを有する請求項１９に記載の素子。
【請求項２１】
　前記素子が発光素子である請求項１９又は２０に記載の素子。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の素子を用いた面状光源。
【請求項２３】
　請求項２１に記載の素子を用いた照明。
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